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( 2)‘( 1 ) ，で分類されたノイズサウンドを音量，
音高，音色，周期などをパラメータとして生成する
メカニズムを開発し，プログラム化する.



















































































り，ホワイ トノイズ， ピンクノイズ， レッ ドノイズ
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Fig.l 皮膚電位計
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内田クレペリン精神検査平均Fig， 3 
平成 27年度の期間では，
究において，その最初のフェーズで、あるホワイト
ノイズの実験を行った.
精神性発汗は前半・後半の開始に自律神経系の変
化が大きいことがわかった.変化が大きい理由と
しては作業の開始なため自律神経の動きが活発に
なったと考えられる.内田クレペリン精神検査で
はワイトノイズがあるほうは初頭効果が顕著に現
れており開始時の作業に影響があると考えられる.
個人による精神生成発汗の差や内田クレ
ペリン精神検査の作業量などから個人差が大きい
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ホワイトノイズがあると
しカミし，
ことがわかった.
???
これらの得られた知見をベースにさら
に研究を進めていくつもりである.
今後は，
